
戸、、

ー、、

'IJj.Hヲ1μ、rlがっついています。 それに }JIIえでの大丸 。

しかし� rfJたたちは，深さにも!'lけずじ54tに吟のιl'

ではしゃいでいます。

先 J-lは， カゼが大流行、 IWj内 でも学年 閉 鎖 をするな

ど， ;~~守.I.:~ がでています 。

~さはまだまだこれからです 。 カセ、なとひかないよ

う， 日ごろか，)健hlCi'¥，珂.に十分iL立してください。'762月号� 
(附述記事 6ページ)

(今月の花 うめ)
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MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
寒さに負けません
元気に子供たち



者
、
機
小

ま
し
た

聴
覚
室
な
ど 
)
で
、
総
面
柄
引
二
、
七 

O
九
平
方
米
、
工
事
官
二
億

一
七、

一
O
八
千
円
で
完
成
し
ま
し
た
。

ま
-

し
た
。

P
T
A

昭和51年 2月1日 カ込 fコ つ ら 第68号 (2) 

記
念
式
典

昭
和
問
十
九
年
か
ら

二
か
年
計
画

で
建
設
中
で
あ

っ
た
。
附
川
瀬
小
川
「
校

校
合
が
こ
の
ほ
ど
完
工
し
、
削
立
百

周
年
記
念
式
典
と
あ
わ
せ
て
、
き
る

一
月
二
十
百
日
徽
瀬
小
学
校
体
育
館

に
お
い
て
、
中
間
県
議
、
上
勝
町
長

を
迎
え
、
行
政
も
ら
び
に
教
育
関
係

主
ど
父
兄
多
数
が

出
席
し
て
、
雌
大
に
式
典
が
行
わ
れ

記
念
式
で
は
歴
代
校
長
、
永
年
勤

続
者
、
功
労
者
な
ど
六
十 

人
に
表

彰
状
や
感
謝
状
が
贈
ら
れ

当
日
校
区
内
の
八
つ
の
子
供
会
が
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
な
ど
で
作
っ
た
、 

J
T

供
み
こ
し
を
そ
れ
ぞ
れ
繰
り
出
す
な

ど
、
ま
た
昨
年
に
結
成
さ
れ
た
、
ト

ラ
ン

ペ
ッ
ト
鼓
隊
の
演
奏
が
あ
り
、

な
ご
や
か
な
う
ち
に
終
え
ま
し
た
。

こ
の
校
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
三
階
建
、
普
通
教
室
十
二
、
特
別

教
室
七 

(
理
科
、
図
工
、
音
楽
、
視

特
に
、
悦
聴
覚
教
育
機
器
を
と
り

入
れ
た
特
別
教
主
を
設
け
て
お
り
、

今
後
の
学
校
教
育
に
大
き
な
朋
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
円
子
校
の
特
色
と
し
て
、
各
町

村
に
先
が
け
た
近
代
的
教
育
機
山
市
を

と
り
い
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

全教室カラー放送

近代的教育設備

こ
の
設
備
は
.

板
と
チ

ョ
ー
ク

の
M
M

業
か

・旬、

科

学
的
で
合
理
的
な

電，
 

工
九
千
を
と
リ

い
れ
た
、
川
一
代
教

育
を
目
ざ
す
も
の

で
す
。各

教
主

で
、
テ

レ
ビ
ス
タ
ジ
オ
か

ら
の
、

各

γ
級
児

童
に
よ
る
、
肉
、
主

番
組

の
カ
ラ

ー
テ

レ
ビ
放
送
。

親
子
式
テ
レ
ビ

を
利
用
し
た

、

教
育
テ
レ
ビ

の
生
放
送
。

H

K
m'

f

N 

授
業
時
間
に
合
わ
せ
て
テ
レ
ビ
放

送
で
き
る
、
カ
セ
ソ
ト
カ
ラ
|
ビ
テ

オ
を
二
台
利
用
し
た
、
録
画
放
送
、

役
聴
覚
毛
で
は
、
映
画
や
ス
ラ
イ

ド
を
見
た
り
、
拡
大
投
彬
機
に
よ
る

資
料
の
提
示
、
記
録
の
分
析
を
し
た

り
、
集
団
、
例
別
の
ヤ
刊
が
で
き
ま

す
。

教
育
委
員
長
に
新
居
雄
彦

就
任
あ
い
さ
つ

わ
た
し
、
さ
る
十
二
月
二
十
七
日

開
会

の
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、

教

育
委
只
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

浅
学
非
オ
で
あ
り
ま
す
が
、
本
町

教
育
の
進
展
の
た
め
、
誠
心
誠
窓
努

力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
い

っ
そ
う
の
ご
折
味
、

ご
べ
ん
た
つ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

校

舎

正

面

し

¥』

さ

ん

MUS04
スタンプ
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スタンプ

MUS04
テキストボックス
横瀬小学校校舎落成創立百年記念式典
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一¥

--、

町
議
会
十
二
月
定
例
会
は
十
二
月

十

十
九
日
開
会
し
、
昭
和
五
十
年
度

一

般
会
計
補
正
予
算
ほ
か
十

一
議
案
を

原
案
ど
お
り
可
決
、
十
二
月
二
十
五

日
閉
会
し
ま
し
た
。

お
も
な
議
決
事
項
は
次
の
と
お
り

で
す
。一

般
会
計
補
正
予
算 

(
第
六
回
)

今
回
の
追
加
傾
は
、
七
千
四
百
七

十
八
万
六
千
円
で
本
年
度
予
算
の
総

領
は
十
億
九
千
六
百
十
一
万
六
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

お
も
な
使
途
は

、
玉
の
木
団
地
集

会
所
敷
地
造
成
六
百
五
十
万
円
、
し

尿
処
理
ご
み
焼
却
費
二
百
九
十
九
万

二
千
円
、
農
業
振
興
資
七
百
四
イ
二

万
九
千
円
、
州
民
山
漁
村
同
和
対
策
事

業
費

一
千
二
百
三
十
三
万
五
千
問
、

町
単
道
路
織
り
ょ
う
維
持
及
び
改
良

舗
装
事
業
資

一
千
冗
百
七
十
五
万
五

千
円
、
災
害
復
旧
事
業
費

一
千
ヒ
百


万
同
等
で
あ
り
ま
す
。


陳
情
処
理
に
つ
い
て
は
、
四
件
を


採
択
、

三
件
を
閉
会
中
の
継
続
審
査


に
付
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。


町
政
に
対
す
る


一
般
質
問


」
の
定
例
町
議
会
で
、
七
議
員
が

一喝

一月
定
例
会

一

予
算
編
成
の
大
綱
に

つ
い
て

平
阿

武

議

員

*
森
林
組
合
事
務
移
管
に
つ
い
て

*
中
角
拠
防
上
の
バ
イ
パ
ス
の
計
岡

に
つ
い
て

滝
口
良

一
議
員 

*
町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

西
浜
勝
巳
議
員

*
昭
和
五
十
一
年
度
の
本
町
財
政
弘

通
し
に

つ
い
て
の
現
時
収
で
の
展

望味
間
喜
久
雄
議
貝

*
明
年
度
予
算
編
成
の
法
本
方
針
と

車
山
…
施
策
に
つ
い
て

*
正
木
ダ
ム
管
理
規
則
と
町
長

の
姿

勢
に
つ
い
て

*
民
業
委
員
会
の
職
務
権
限
に

つ
い

て 
*
教
育
行
政
の
基
本
的
姿
勢
に
つ
い

イ
に

木・井
宏|嘉

幸|平
監
査
委
員

坂
井
嘉
平
さ
ん

り
満
場

一
致
で
選
任
に
同
意
し
、
就

任
さ
れ
ま
し
た
。

勝
浦
川
の
流
れ
を

一
日
も
早
く
、

滑
ら
か
に
す
る
。
推
進
運
動
の

一
っ

と
し
て
、
都
内
の
小
、
中
学
校
生
徒

か
ら

「
勝
浦
川
を
き
れ
い
に
す
る
」

標
語
を
募
集
し
ま
し
た
。

小
学
生
の
部
五
凶
二
点
、
中
学
生

の
部
八
五
点
の
応
募
が
あ
り
、
本
会

の
選
考
委
員
会
で
審
査
の
結
果
、
つ

ぎ
の
方
が
入
選
し
ま
し
た
。

(勝
浦
町
の
入
選
者
)

小
学
生
の
部

一
位

母
さ
ん
そ
こ
え
捨
て
な
い
で

ぼ
く
も
見
て
い
る

川
も
見
て
い
る

生

小

六

年

大

西

章

也

ち
り
捨
て
ず
拾
う
こ
の
手
で

川
は
澄
む

生
小
五
年

二
位

ち
ょ

っ
と

だ

け

そ

ん

な

欠

持

で

ご
み
捨
て
な

横
小
三
年

小
谷
真
智
子

ご
み
捨
て
ず

町
平
和

坂
小
六
年

三
位

そ
の
ご
み
を
我
が
庭
に

捨

て

る

か

と

川

は

聞

く


生

小

五

年

宮

崎

大

治


み
か
ん
の
う
つ
る
勝
浦
川
を


次
の
世
代
に
ひ
き
つ
ご
う


生

小

五

年

前

野

弘

文


ち
り

一
つ
拾
え
ば
川
も 平日

泉

川
水
清
く

古
員

よ
み
が
え
る

横
小
六
年

中
学
生
の
部

汚 ー

す� f立
こま�  

l除のい

中土
三 地こ

和
美

知

イ℃

町
政
に
対
す
る

一
般
質
問
を
行
い
ま

し
た
。
お
も
な
内
容
は
つ
ぎ
の
と
お

り
で
す
。

山
本
美
芳
議
員

*
勝
浦
川
総 

円
開
発
に

つ
い
て 

*
土
木
工
事
指
名
に
つ
い
て

O O O 間
本
宮
治
誠
氏

*
ゆ
く
年
の
一
誠
窓
と
く
る
年
の
決
意

笑
行
あ
る
重
要
施
策

勇
気
あ
る
財
政
投
資

魅
力
あ
る
社
会
教
育

中
西
晴
美
議
員

A

*
昭
和
五
十

一
年
度
の
財
政
展
望
と高|坂

監
査
委
員
に

教
育
委
員
に

任
期
満
了
に
よ
る
、
知
識
経
験
抗


査
委
員
、
教
育
委
員
の
選
任
に
つ
い


て
、
十
二
月
二
十
五
日
つ
ぎ
の
と
お

教

育

委

員

高
木
宏
幸
さ
ん

さ さ

ん ん

升走
法:

長
岡

手IJ
幸

年の
こ川

中の
西心重喜 佐

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
議会だより
十二月定例会

MUS04
テキストボックス
母さんそこへ捨てないで
ぼくも見てる川も見てる
勝浦川をきれいにする会
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お
品
阜
の
か
か
ら

な
い
、
き
れ
い
な

選
挙
を
実
現
の
た

め
に
昨
年
は
公
織

選
挙
法
、
政
治
資

金
規
正
法
の
大
幅

な
改
正
が
行
わ
れ
、

こ
れ
か
ら
の
選
挙

は
改
正
新
法
に
よ

っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

今
年
は

.
衆
議

院
議
員
選
挙
が
予

告
~
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
昨

年
に
引
き
続
き
、

小
、
中
学
校
児
市

生
徒
を
対
象
に
作

文
を
募
集
し
ま
し
た
。

多
数
の
応
募
作
品
の
な
か
か
ら
、

厳
正
に
審
官
官
し
た
結
果
次
の
方
が
入

選
し
ま
し
た
。

な
お
入
選
作
品
の
一
部
を
、
広
報


(啓
発
シ
リ
ー
ズ

)
で
御
紹
介
い
た


し
ま
す
。


入
選
者


。
小
学
校
の
部
�
 (五
・
六
年
生
)


一
一

位

坂

小

六

年

山

口

美

子


二
位

生

小

六

年

岩

本

岐

志

子


償
小
五
年
中
国
賞
美
千

三
位

生

小

五

年

福

良

毅
明
る
い
選
挙
啓
発

作
文
の
入
選
き
ま
る

H	 " 11 11 11 11 "" 11 Et~&~ラ
出
産
・
入
学

・
卒
業
の

井

秀

典

�

 

梢
小
六
年

山

崎

本

法

千

@
中
学
校
の
部

(三
年
生
)

一
位

神

田

二
位

向

本お
祝
い
ロ
聞
や

生

小

五

年

松

下

博

之

償

小

六

年

間

木

陽

一

仲
間
小
六
年
平
阿
前
例

乍	 

坂

小

六

年

新

居

文

坂

小

五

年

新

肘

恒

美

坂

小

五

年

佐

藤

栄

作

坂

小

六

年

千

畠

敏

幸

{
f
E

生

小

六

年

間

山

久

下

生
小
丘
年
間
木
万
寿
美

生
小
五
年
五
田
川
明
美

生

小

丘

年

笠

岡

悦

子

横
小
-
半
年
朝
刷
直
也

検

小

六

年

以

木

克

行

横
小
六
年
同
m

1:立" 

¥ J  

flj) 品
代治

明
る
く
楽
し
い
町
を
つ
く
る
に
は

正
し
い
選
挙
が
も
と
に
主
る
と
思
い

ま
す
。
問
の
先
に
立
つ
良
い
候
補
者

を
、
正
し
い
選
挙
で
選
ぶ
こ
と
で
す

そ
れ
に
は
、
投
票
者
一
人
一
人
が
硲

か
な
考
え
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

も
し
、
勝
浦
町
の
い
ろ
い
ろ
な
選

挙
で
、
惑
い
選
挙
が
行
わ
れ
た
ら
、

弘
た
ち
の
町
は
、
だ
い
な
し
に
な

っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
町
民
の
生

活
も
、
ま
た
町
の
将
来
も
、
決
し
て

明
る
い
も
の
に
は
な
ら
な
い
で
し
ょ

‘つ
。し

か
し
、
お
と
な
の
訴
で
、
こ
の

佳
11 立{1:立 11 

構縦横

1124
も‘
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口

子

美 宮

崎

昭

仁

湯
浅
千
代
美

北

山

浩

片

山

降

級

倒

野

和

博

津
野
熊
淳
子
�
 

お
祝
い
の
お
金
�
 

町
の
選
挙
に
も
、
正
し
く
な
い
こ
と

が
、
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
、
う
わ

さ
も
聞
き
ま
す
。
候
補
者
が
、
品
物

を
贈
っ
た
り
、
お
金
を
わ
た
し
た
り

し
て
、
向
分
に
投
珂
棋
を
頼
む
と
い
う

こ
と
で
す
。

こ
れ
で
以
、
せ

っ
か
く

の
選
挙
も
た
い
へ
ん
ま
ち
が
っ
た
も

の
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
広
は
、
二

つ
の
提
案
を
し
た
い
の
で
す
。
そ
の

一
つ
は
、
正
し
い
考
、
え
を
持
ち
、
み

ん
な
か
ら
信
頼
さ
れ
る
よ
う
な
候
術

者
を
、
円
分
の
考
え
で
選
ぶ
こ
と
で

す
。
そ
れ
に
は
、
そ
の
人
の
日
ご
ろ

の
考
え
方
や
態
度
に
関
心
を
持
ち
、

候
補
者
と
し
て
、
ふ
さ
わ
し
い
人
か

ど
う
か
を
見
さ
だ
め
て
お
く
こ
と
が
、

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
二
つ

め
は
、

選
挙
が
終
わ
れ
ば
、
知
ら
ぬ
阪
を
す

る
人
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
で

は
だ
め
だ
と
思
い
ま
す
。
選
ん
だ
人

が
、
当
選
し
た
後
ど
う
い
う
こ
と
を

し
、
ど
ん
な
仕
事
を
す
る
か
見
守
る

こ
と
で
す
。
そ
れ
が
正
し
い
選
挙
を

し
、
責
任
の
あ
る

一
票
を
投
じ
た
こ

と
に
な
る
の
で
す
。

さ
ら
に
選
ば
れ
た
人
は
、
自
分
の

公
約
し
た
こ
と
に
責
任
を
も
ち
、
ど

し
ど
し
実
行
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
よ
く
選
挙
の
時
に
は
、
か
っ
こ

よ
く
、
み
ん
な
の
気
に
入
る
よ
う
な

こ
と
を
言
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
ど
れ

だ
け
守
ら
れ
て
い
る
か
疑
問
で
す
。

常
に
町
民
全
体
の
こ
と
を
考
え
、

さ
ら
に
未
来
に
希
望
の
持
て
る
よ
う

な
、
明
る
い

町
づ
く
り
に
努
力
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

目
先
の
こ
と
だ
け
を
考
え
た
り

自
分
中
心
の
利
害
だ
け
を
先
に
考
え

る
よ
う
な
心
の
せ
ま
い
人
で
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
い
つ
も

正
し
い
考
え
を
持
ち
、
正
し
い
判
断

が
で
き
、

町
民
と
と
も
に
自
分
も
の

び
て
い
く
よ
う
な
、
心
が
ま
え
を
も

っ
た
人
を
選
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
勝
浦
町
が

「
み
か
ん
の
町
」

と
し
て
、
さ
ら
に
発
展
し
、
私
た
ち

若
い
人
た
ち
が
、
将
来
に
希
望
を
持

ち
、
老
人
た
ち
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
な
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り

に
抑
制
優
的
に
努
力
し
て
行
く
望
ま
し

い
人
を
選
び
た
い
も
の
で
す
。

私
た
ち
も
、
今
か
ら
町
の
政
治
の

し
く
み
や
政
治
の
あ
り
か
た
に
関
心

を
持
っ
て
、
よ
り
よ
い
町
づ
く
り
に

予
を
か
す
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
、

心
が
ま
え
を
も
ち
た
い
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。

明
る
い
町
の
政
治
は
、
正
し
い
選

挙
か
ら
始
ま
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、

今

』
度
し
っ
か
り
と
か
み
し
め
て
、

選
挙
の
あ
り
方
を
考
、
え
な
お
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
ロ

， 
a 
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お -

ま
す
か
ら
、
炭
業
後
継
者
に
と

っ
て
、

有
利
主
特
例
と
い
、
え
ま
す
。
し

か
し

衿
怖
の
両
度
成
長
が
つ
づ
い
て
き
た

近
年
で
は
、
相
続
続
制
仰
が
必
ず
し
も

安
く
な
る
と
は
い
え
な
く
な

っ
た
た

め
、
こ
の
制
度
の
特
色
が
う
す
れ
て

き
て
い
ま
す
。

新
し
い
農
地
等
の

一
括
生
前
贈
与

の
特
例

こ
の
相
続
税
納
税
猶
予
制
度
の
創

設
に
と
も
な
い
、
相
続
税
の
循
予
制

度
と
こ
の
特
例
を
核
続
さ
せ
る
た
め
、

『
農
地
等
の 

括
生
前
贈
与
の
特
例
』

も
改
正
が
、

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

改
正
の
要
旨
は

、
従
米
の
特
例
が

贈
与
税
の
納
般
の
延
期
を
認
め
、
相

続
発
生
の
と
き
に
、
贈
与
税
額
の
う

ち
相
続
校
側
よ
り
高
い
郎
分
を
免
除

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
も
の
を
、

改
正
で
は
、
附
与
税
の
全
微
を
免
除

し
、
新
た
に
計
算
さ
れ
る
相
続
縦
を

納
入
す
る
し
く
み
に
な

っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
成
業
後
継
者
の
中
常
に
よ

勺
て
、
相
続
縦
納
悦
猶
予
制
度
の
泌

川
が
う
け
ら
れ
、

一
日
日
生
前
贈
与
の

特
例
と
相
続
悦
の
猶
予
措
法
が
む
す

び
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

民
地
の
細
分
化
を
ふ
せ
ぎ
、
内
批
業

後
継
者
が
安
心
し
て
成
業
経
営
が
営

め
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
農
地

の

一
括
生
前
贈
与
の
特
例
と
相
続
税

納
悦
猶
予
制
度
を
結
び
つ
け
て
寸
前
用

す
る
こ
と
が
、
最
も
虫
ま
し
い
姿
だ

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

勝
浦
町
股
業
委
員
会

1U1 r1 

7 Ii 2l rl 
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仲
間
の
中
に
、
良
き
友
怖
が
め
ば

と
深
ま
勺
て
い
く
。

子
ど
も
会
と
同
和
教
育


，台� C
フ忙

し

キ

守ヲ

ン

プ

子
ど
も
会
に
お
い
て
も
、
子
ど
も

会
活
動
を
通
じ
て
、
同
和
問
題
に
つ

い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
学
習
し
て
い

ま
す
。

A
n
R

基
本
目
標

身
の
ま
わ
り
の
矛
盾
や
不 

を

見
き
わ
め
、
同
和
問
題
に
つ
い
て
の

科
学
的
認
識
を
育
て
、
部
税
制
帥
政

へ

の
実
力
と
監
か
も
人
間
性
を
育
て
る
。

具
体
自
標

自
分
た
ち
の
生
活
の
中
か

ら
、
具


体
的
な
問
題
を
見
つ
け
、
そ
れ
に
つ


い
て
自
分
た
ち
で
与
、
ぇ
、
計
画
し
、


実
践
し
、
反
省
し
な
が
ら
問
題
解
決


に
あ
た
り
、
向
分
た
ち
の
生
寸
前
を
よ


り
よ
く
築
い
て
い
く
こ
と
が
、
で
き


る
下
ど
も
を
育
て
る
。


仲
間
な
械
を
も
ち
、
連
帯
感
を
も

ぇ
、
明
日
へ
の
心
の
結
び
目
と
な
る

の
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
問
題

チ
ど
も
会
活
動
を
活
発
に
推
進
す

る
に
は
、
隣
保
館
、
地
域
住
民
、
関

係
機
関
の
強
い
関
心
と
積
極
的
な
援

助
、
協
力
な
し
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
木
地
域
で
は
、

の
支
部
長
、
校
外
補
導
委
員
、
保
護

者
、
隣
保
館
、
町
教
育
委
員
、
同
対

課
、
学
校
等
の
協
力
に
よ
っ
て
、
地

区
学
習
会
運
営
委
員
会
を
結
成
し
て

小
一
協
会
、
子
ど
も
会
活
動
に
対
し
積

極
的
な
従
助
活
動
を
行
い
、
児
童
が

自
主
的
、
効
果
的
な
治
動
が
で
き
る

よ
っ
に
、
そ
の
協
力
休
制
を
叫
開
立
し

て
い
ま
す
。

今
後
は
、
児
童
が
チ 

会
活
動

に
、
よ
り
積
極
的
に
参
加
で
き
る
よ

う
子
ど
も
会
育
成
会
の
結
成
を
目
ざ

し
て
い
き
た
い
。 

y
-
L


P
T
A


っ
て
み
ん
な
が
協
力
し
、
集
団
の

一

只
と
し
て
の
責
任
を
も
ち
、
共
に
よ

く
な
ろ
う
と
す
る
子
ど
も
を
育
て
る
。

生
活
の
中
で
の
具
体
的
問
題
と
同

和
問
題
の
か
か
わ
り
を
と
ら
え
、
部

落
差
別
解
消
の
た
め
の
、
法
一
礎
的
な

力
を
も

っ
た
子
ど
も
を
育
て
る
。

宿
泊
集
団
学
習
に
お
け
る
同
和
教

育
宿
泊
集
団
学
捜
は
、
同
和
教
育
の

4
J

ね
ら
い
を
達
成
す
る
散
布
の
坊
で
あ

り
、
指
呼
員
と 

ど
も
が
、
子
ど
も

と
子
ど
も
が
、
寝
食
を
共
に
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
心
理
的
な
距
離
が
絡

ま
り
、
行
動
を
共
に
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
人
間
関
係
が

一
層
深
草

っ
て
く

ヲ告
。協

調
し
、
協
力
し
て
奉
仕
す
る
と


き
、
向
然
に
話
が
は
じ
ま
る
。
サ
校


で
は
味
わ
え
な
い
、
気
安
さ
と
殺
し
み


が
、
心
の
わ
だ
か
ま
り
を
解
き
ほ
ぐ


l 

し
、
心
が
は
ず
ん
で
く
る
。

71 

例
々
に
お
け
る
問
題
も
、
家
族
の

こ
と
も
、
日
常
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
主

問
題
が
、
情
導
員
と
子
ど
も
で
話
さ

れ
る
。
そ
れ
が
ま
た
、
向
然
の
中
の

白
川
然
な
で
き
ご
と
と
し
て
交
わ
さ
れ
、

差
別
問
題
や
偏
見
、
因
習
の
内
谷
へ

年間指導計画 (51年度)� 
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る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

保
険
証
を
破
損
し
た
と
き

似
険
証
を
不
山
花
芯
に
よ
り
川
崎
山
似
し

た
り
、
汚
し
た
と
き
は
、
そ
の
保
険

証
を
そ
え
て
、
再
交
付
の
千
絞
き
を

し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

万

一
保
険
証
を
紛
失
し
た
と
き
は
、

た
だ
ち
に
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

こ
の

保
険
証
は
、
被
保
険
者
で
あ

る
と
い
、

744
明市円

で
あ
り
、
こ
の
保

険
証
が
な
け
れ
ば
会
制
山
己
負
抑
し

な
す
川
工
な
ら
�
 パ
。
パ
�
 

券
」
で
も
あ
る
わ
け
で
す
。

2

(

i
l
 7

1

3

i

t

-

-

K

「恰ィ

b

f

療
養
給
付
の
包
録
を

保
険
証
の
装
而
に
療
廷
の
給
付
に

カ
ゼ
が
大
変
流
行
し
て
い
ま
す
。

わ
た
し
は
大
丈
夫
と
油
断
し
て
い
る

と
か
か
り
ま
す
。

そ
こ
て
カ
ゼ
に
つ
い
て
、
正
し
い

知
識
を
も

っ
て
‘
こ
の
夫
、
さ
を
の
リ

き
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
ぜ
カ
ゼ
を
ひ
く
の
か

カ
ゼ
を
起
こ
す
の
は

、
小
さ
な
ウ

イ
ル
ス
の
し
わ
ざ
な
の
で
す
。

わたしたちの保
険
証
は
、
正
し
く
は
、
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
と
い
い
ま
す
。

凶
保
に
加
入
す
る
と
、

守
山
世
借
に

一

療
が
終
わ
れ
ば
か
な
ら
ず
手
元
に
保

管
す
る
と
か
、
各
家
庭
で
決
め
ら
れ

た

一
定
の
場
所
に
保
管
す
る
よ
う
心

で
す
。

カ
ロ
リ
を
十
分
に
補
給
す

る
こ
と
で
す
。
脂
肪
分
を
十
分
に
、

特
に
刷
物
油
で
料
問
さ
れ
た
食
事
を

っ
�
 

¥〕

-
分
に
と

一、� 

、、

っ
て
く
だ
�
 

弘
-

二一
ロ
�
 ;

L

綴
露
.

洞

皮

かを、

露
軍
�
 
ヘ

一

九

ヌ

き

た

え

る

η市
山

‘

、

い

一
�
 

}
持
川

σ


4
4
4
k

1
i

J
L
J

s

h

i
li

-AU

kHHH

べ、、� 

と

νー
べ

¥
 

f

--日

イ
ル
ス
は
、

4
1
i
p

い4
ノ
�
 

/

-

1

1

-
E
L

康
管
理
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

¥
¥
 

-
同
凶

一一(4)
保険証について

引
尽
き
や
冷
え
に
よ

っ
て

時
的
に
、

築
さ
を

い
ち
ば
ん

敏
感
に
感

じ
る
の
は

-

出

一

う
な
移
動
が
あ
っ
た
場

号
、

十
四
日
以
内
に

が
け
ま
し
ょ
う
。
預
け

っ
ぱ
な
し
な

ど
は
、
紛
失
な

と
事
故
の
も
と
に
な

リ
ま
す
。

被
保
険
者
な
ど
に
異
動
が
あ
っ
た

〉
』
会
ぜ他

町
村

へ
転
出
し
た
り
、
他
の
初

会
保
険
に
加
入
し
資
格
を
失

っ
た
と

き
は
、
た
だ
ち
に
、
保
険
証
を
返
し

て
く
だ
さ
い

。
ま
た
、
異
動
が
あ

っ

た
と
き
は
、
役
場
の
窓
口
へ
届
出
を

、、

し
て
く
だ
さ
い

。
自
分
で
訂
正
し
た

り
す
れ
ば
無
効
と
な
り
ま
す
。

保
険
証
の
検
認

A

勝
浦
町
で
は
、

二
年
に

一
回
保
険


証
の
書
き
か
え
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、


今
年
は
、
検
認
の
年
で
す
。

こ
の
倹


認
を
受
け
て
い
な
い
保
険
証
は
使
用


で
き
ま
せ
ん
。
(
検
認
め
日
程
は
、
後


日
こ
の
欄
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。)



長
期
旅
行
な
ど
の
と
き

長
期
の
旅
行
や
、
修
学
の
た
め
他

の
市
町
村

で
生
活
す
る
場
合
、

一
世

帯
に

一
枚
の
保
険
証
で
は
不
便
な
た
め
、

も
う

一
枚
の
保
険
証
の
交
付
を
受
け

つ
い
て
記
録
す
る
欄
が
あ
り
ま
す
。

抗
力
が
表
�
 

こ
の
欄
は
、

お
医
者
さ
ん
に
記
入

し
て
も
ら
い
あ
な
た
や
、
家
族
の
健

、
え
る
こ
と

が
あ
り
ま

す
。
そ
う
�
 

況
は
押
呆
会
採
�
 

な
る
と
ウ

世
帯
主
の
方
は
、
自

活
発
に
活
動
を
始
め
、
繁
殖
し

「
カ

セ
を
ひ
く
」
と
い
う
症
状
に
な
る
わ

け
で
す
。

カ
ゼ
を
ひ
か
な
い
た
め
に
十
分
な

J

ろ
か
ら
袋
、
さ
に
な
ら
し
て
抵
抗
力
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

カ
ゼ
と
ふ
ろ

「
カ
ゼ
を
ひ
い
た
と
き
は
、
あ
つ

一

を

一

分
の
世
幣
に
つ
ぎ
の
よ

一

届
/

』

睡
眠カ

ゼ
の
つ
け
こ
む
す
き
は

「疲
労
」

い
ふ
ろ
に
い
っ
�
 よ
り
長
く
つ
か

で
す
。
十
分
な
睡
眠
を
と
っ
て
早
寝

早
起
き
の
習
慣
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

L

っ
て
い

れ
ば
、
カ
ゼ
な
ん
か
い
っ
ぺ

必
ず
届
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。
�
 

'

出
生
、
死
亡
、
転
入
、

一
転
出
、

他
の
社
会
保
険

に
入

っ
た
り
、
や
め
た

り
し
た
場
合
な
ど
で
す
。

--守、
A

F

t

『
レA

J
d
'

届
出
は
、

町
役
場
で

一
つ
一

一
印
鑑
と
保
険
証
持
参
の

一
e
e
-

う
え
、
し
て
く
だ
き
い
。

jJ

-

ん
に
す
っ
と
ん
じ
ゃ
う
よ
�
 
U

と
い
う

人
が
い
ま
ず
が
、
こ
れ
は
大
き
な
問

途
で
す
。

ま
ず
、
カ
ゼ
対
策
の
第

一
段
階
は

体
力
を
消
耗
さ
せ
な
い
こ
と
で
す
。

ふ
ろ
に
は
い
る
と
い
う
こ

と

は

か

け
足
を
す
る
の
と
同
じ
よ
う
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
消
費
し
ま
す
。
こ
の
点
か

栄
養
を
十
分
に

然
、
ぃ
季
節
は
休
槌
が
失
わ
れ
が
ち

F

ら
、
カ

ゼ
を
ひ
い
た
か
な
と
思
っ
た

ら
入
浴
は
絶
対
ダ

メ
で
す
。

/
校
内
¥

南
H
H
~

の
ど
や
飾
�
 

i
!
 

?

の
粘
膜
が

貧

血

状

態

う

な
り
杭

l

n

枚
ず
つ
交
付
さ
れ
ま
す
。

こ
の
保
険
証
は
、
国
保
の
被
保
険

者
で
あ
る
と
い
う
証
明
舎
で
あ
り
、

同
時
に
お
医
者
さ
ん
の

診
療
を
受
け

る
と
き
の
受
診
券
の
役
目
を
果
た
す

大
切
な
も

の
で
す
。

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
は
、

か
な
ら
ず
保
険
証
を
徒
出
し
ま
し
ょ

、っ，，

お
医
者
き
ん

は
、
そ
れ
に
よ
り
国

保
に
加
入
心
て
い
る
こ
と
を
た
し
か

め
、
保
険
に
よ
る
診
療
を
行
い
ま
す

保
険
証
な
し
で
診
療
を
受
け
る
と
医

療
費
は
、
全
額
自
分
で
負
担
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
よ
く
医
療
機
関

か
ら
、
�
 
0
0
0さ
ん
の
保
険
証
の
記

号
番
号
は
:
:
:
な
ど
と
良
〈
問
い
合

わ
せ
が
あ
り
ま
す
。

保
険
証
の
保
管

保
険
証
が
交
付
さ
れ
た
ら
、
被
保

険
者
の
氏
名
な
ど
に
間
違
い
が
な
い

か
た
し
か
め
、
「
注
意
事
項
」
を
良
く

読
み
ま
し
ょ
う
。
お
医
者
さ
ん
の
診

こ
�
 

h
w
 

t
l
 

， ， 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
わたしたちの国保

MUS04
テキストボックス
カゼにうちかつ正しい知識



(7) 第68号	 カ込 ペコ つ ら 昭和51年� 2月 1日

|みかん|

花芽分化期

寒さきびしい日が統し、ていますが.
Aみかんは� 5月の開花をまえに、 すでで� 

に

わたしたちも'寒きに負けず， う

まし¥いいみかんづくりを目ざして.

農作業をすすめてくださし、。

整枝，せん定

勝 浦みかんの当面している 問題点

は，

す粉末等の多約額にわたる天然有

機肥料 を 60~;;含んでいる。 

O 貯蔵みかん専用の配合制合とな

っている。� 

が配合されている。11放置要紫斉o 1

O 土を荒らすことがない。

などで¥ 若手月巴として成木閣では. 

10ア� Jレ当リ� 7袋を� 3月上旬に施用

してくださし、。

貯蔵管理と出荷計画

昨年産みかんは.全般に i1-皮果が

多く，貯蔵初期に繰カビ病が多く発

生しました 。 これからも軸腐病が多

くなると栄樹試験場では予想してい

・
・


ます。 その原因 として

10-11月に降雨が多く果実は浮

皮気味であり，貯蔵性が劣る 。

黒市:病の発生が全般にやや多か

った。尚巣作業などができ11害防|徐，病虫これらは徹底した務枝.などで.

せん定作業をすることにより ， 大き やすい位置まて¥切りさげる 。� - 冬期の主(i:;;~は半年並と見込まれ
く改善できます。 O 密植にな って いる tM!立.永久億七 ているためなどです。
主主校，せん定作業をいえば最初か 間伐樹を決め，間iえ樹を徹底的に 今後の庫内管理としては� 

ら「むつかしい」と� L寸先入観をも 縮少する 。� O 入l!¥!l'[カ・多すさるところは. J.也
っ人もありますが， いたって簡単で O 若木で密柿[重iにな っているもの 正批にする。(2 ;~iLñ 当り 800匁) 
す。 は.一 樹っーつのせん定よ り， まず O 庫内の侠気にうえをつけること 。

まずっさのことを目やすにしてく� 間伐を行う 。

t:さ L、。� 春月巴の施用計画

(空気取入 LIや排気口付近にコン

テナなどを出かな L、。)� 
O 	 株元のいたん でいるもの や，おお 春肥は元月巴ともいわれ， 年間を通 O 月に� i回 は腐敗果点検を行い，
むね55年生以上の木，不良系統など じ最も大切な肥料です。最近 は有機 腐敗したも のは除去する 。3

せん定しなければならない枝 	  
1!lの割合がうんと

高 し 一度に施用 参与資料として.町内11か向iの生

黒点病被害果

小玉泉 	  は.せん定より .思い切って優良

j孔傷害果 	 系に改植してくださし、。� ---、、

作業能率の低下 	 O 成木で樹高め ，~守) '、ものは，収機，

怒い校 枚の状態 悪い.1']rtl 切りかた

十~í t主� 

黒点hiJ，，hil1li2封5 
れがL スレ
果の即、161とな
る

すべての株を
残さず切る

11'1行校
(j位行 収 )

樹 の内部へ1"1 
ってイ申ひ'てい
る校

内部に小校が
つかない

株 を伐さず七JJ
る

平h枚

同じ角度， 同
じ万戸fl，1司じ
孝子力でイ申ぴて
し、る枝

内部に小枝が
つかない� 

どちらか一方
を切る

交又伎
牧と枝が接触

してし、る

s'1¥'I|人 にノト十支均f

っか弘い� 

どちらか一方

を切る

f(，tJニ伎
徒長枚、上 に� 
イ申びすき'てい
る干支

1也の絞め勢力
をうばう

株を残さず切

る

下三陸伎

水平より下 に
さカξってし、る
十支� 

作業に不使� 他の枝を圧迫
してし、る杉t.
はみでている
キ!i.をザjる

車校

I ~J じと ころカ、
ら 3本以上で
ている 十'k

1''央の十支の勢
カ弱る |勾帝日
に小枝がつか
ない

両側IJの校をも;J
る

台芽

台木からでて
いる干支

作業の祁 魔に
なる スレ� 1M
来が多くなる

すべての株を
残さず切る� 

しても ， 月巴あたり 育調査地点における，果実分析結果

のない 肥料 が多く を年度にしますと ， つぎのとお りで

i'でています。 lI 今

の，涜4'.情 から図内

に有機'{:せを入れる

ことが少なくな っ

ており ，有機伎や

微量要紫の補給面

から考えられたも

のです。

4旨噂班でも.勝

浦の貯蔵みかん専

用肥料として，新

らしく 「かつうら

みかん自己合肥料 j

を設計 し，これの

普及を図り，果実

の内容的品質1"1上
と統一 に努めてい

ます。 このl肥料の

特徴は. 

O 魚、かす粉末，

生骨粉，ヨ車製羽

毛 粉. ひまし油か

す。い、ずれも� 1月20日現イd

ヨコ
箆校，せん定作業のできていない

樹 は早く行ってくださし、。� 

17? .:t，~ I 
除草剤の散布，� 10ア ル当リシマ

ジン80-100クを1001;にとかして，

むらなく� ax布 してください。� 

IY-'f77ヨ� 
.f ーを行う� ..f f，(ての長さIICil白 ll[菌数は l/j

太さによ って呉りますが. おおまそ

次のとおりです。

※直径の� 5i刊I也の考えでよい。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
今月の農作業メモ



昭和51年� 2月1日 カ込 ずコ

必一
一歳
ん児
、教
一清一
い

l

口
ノわヒエ

つ ら 第68号 (8) 

ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
、
欧
米
諸
国


の
幼
児
教
育
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い


ま
す
が
、
社
会
主
義
国
家
で
は
、
ど


ん
な
幼
児
教
育
を
し
て
い
る
の
で
し


ょ
、
フ
か
。


そ
こ
で
最
近
ソ
ビ
エ
ト
旅
行
か
ら


帰
っ
て
き
た
人
に
、
話
を
聞
い
て
み


ま
し
た
。


ソ
ビ
エ
ト
で
は
、
子
ど
も
が
誕
生


後

一
年
間
で
、

つ
ぎ
の
二
つ
の
こ
と


を
し
つ
け
ま
す
。


一
つ
は
、
集
団
生
活
を
経
験
さ
せ

る
こ
と
で
す
。
乳
児
院
で
六
人
か
ら

八
人
ぐ
ら
い
の
乳
児
を
ひ
と
つ
の
ベ

ビ
�
 サ
ー
ク
ル
に
入
れ
て
、
集
団
の

中
で
の
生
活
に
適
用
さ
す
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
経
験
さ
せ
て
い
ま

す
。次

は
学
習
訓
練
で
す
。
特
別
な
時

間
を
設
け
て
感
覚
運
動
機
能
の
刺
激

と
訓
練
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
あ
ざ
や
か
な
色
の
物

体
を
見
せ
て
、
そ
れ
を
あ
ち
こ
ち
動

か
し
な
が
ら
、
ま
ず
物
体
を
目
で
進
一
�
 ‘

い
か
け
る
よ
う
に
教
え
ま
す
。
そ
し

て
し
ば
ら
く
し
て
、
物
休
を
乳
児
の

そ
ば
に
お
い
て
、
ゆ

っ
く
り
ひ
き
な

が
ら
、
乳
児
が
そ
の
物
体
に
向

っ
て

身
体
を
前
進
さ
せ
る
よ
う
に
誘
導
す

る
の
で
す
。
そ
し
て
子
ど
も
は
、
立

つ
こ
と
を
習
う
よ
う
に
な
り
、
ベ
ビ

サ
ー
ク
ル
の
聞
い
の
棒
で
、
自
分

の
か
ら
だ
を
引
き
上
げ
る
よ
う
に
動

機
づ
け
ら
れ
る
の
で
す
。

こ
う
し
て

乳
児
は
ベ
ビ
|
サ
ー
ク
ル
の
中
で
立

つ
こ
と
を
学
ぶ
の
で
す
。
し
た
が

っ

て
非
常
に
幼
な
い
時
か
ら
、
子
ど
も

の
自
立
心
を
発
達
さ
せ
る
よ
う
に

指
導
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
乳
児
は
、

一
年
半
く
ら
い
で
排
せ
つ
習
慣
が
つ

き
、
自
分
で
着
物
を
着
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

社
会
的
訓
練
と
し
て
、

利
己
的
な

態
度
が
見
、
え
て
き
た
子
ど
も
の
指
導

は
つ
ぎ
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
あ
る
子
ど
も
が
も

っ
て

い
る
お
も
ち
ゃ
を
、
別
の
子
が
事
聞
い

取
ろ
う
と
し
た
と
き
に
、
先
生
や
間

にJ

親
は
『
ふ
た
り
と
も
い
ら

っ
し
ゃ

い
。

ご
ら
ん
、
�
 

く
ん
と
�
 く
ん
は
、
お

も
ち
ゃ
の
熊
を
い

う
し
ょ
に
ゆ
す
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
。
よ
い
お
友
だ
ち

で
す
ね
』
と
や
さ
し
く
た
し
な
め
ま

す
。
け
ん
か
を
し
て
い
た

二
人
は
、

ほ
め
ら
れ
た
�
 く
ん
と
�
 く
ん
を
見

て
、
子
ど
も
た
ち
の
中
に
入
っ
て
い

募

集

作

文

き
ま
す
。

県
未
亡
人
会
連
合
会

優
秀
作

わ
た
し
の
家
庭
は
、
母
と

二
人
の

姉
と
禍
父
母
の
六
人
家
族
で
あ
る
。

わ
た
し
に
は
も
う
父
が
い
な
い
。

そ
れ
は
、
広
が
生
ま
れ
て
五
か
月


の
と
き
、
山
の
木
を
切
る
仕
事
を
し


て
い
て
、
そ
れ
に
打
た
れ
て
主
く
な


っ
て
し
ま

っ
た
。
そ
の
時
の
私
は
、


な
い
て
ば
か
り
い
て
顔
む
し
ら
な
い

。


A

写
真
だ
け
の
父
だ
っ
た
。

A

わ
が
家
で
は
、
父
が
な
く
な
り
中


心
に
な
る
の
は
母
だ
け
で
あ
る
。
祖


父
母
、
子
供
三
人
を
か
か
え
苦
し
み
、


汗
を
流
し
な
が
ら
、
商
売
、
ぬ
い
も


の
、
畑
仕
事
に

一
人
で
何
人
も
の
仕


B

⑨ 
B

事
を
し
て
い
る
。
そ
ん
な
母
を
見
て

い
る
と
、
私
も
ひ
と
り
で
に
、

一保
が


山
て
く
る
。


「
お
金
が
な
い
、
お
金
が
な
い
」

と
ば
か
り
言

っ
て
い
る
が
、
私
の
も

こ
の
よ
う
に
し
て
、
子
ど
も
た
ち

は
、
食
事
や
遊
び
の
中
で
、
協
調
性

を
養
い
、
向
己
自
身
を
き
び
し
く
鍛

錬
し
て
い
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
し
つ
け
と
ど
こ
か

ち
が
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
子

ど
も
の
し
つ
け
に
甘
や
か
し
は
、
禁

物
と
い
う
こ
と
が
、
よ
く
わ
か
り
ま

す。
坂
木
小
学
校
六
年

平

畠

ひ

の
や
、
家
庭
で
い
る
も
の
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
物
を
か
つ
て
く
れ
る
。

そ
ん
な
時
母
は
、
父
が
い
た
ら
な

あ
と
い

っ
て
一棋
を
流
す
時
が
あ
る
。

で
も
、
母
は
そ
ん
な
こ
と
で
は
く
じ

け
な
い

。
暑
く
て
も
、
寒
く
て
も
負

け
ず
に

一
生
け
ん
命
に
料
を
出
し
、

仕
事
や
家
庭
の
こ
と
に
、
は
げ
ん
で

く
れ
て
い
る
。

い
つ
も
母
は
�
 
1

人
聞
は
自
分
の
こ

と
ば
か
り
考
え
ず
、
人
の
た
め
に
ど

ん
な
こ
と
に
も
く
じ
け
ず
に

一
生
け

ん
命
に
が
ん
ば
る
ん
で
よ
」
と
量
一
口

っ

て
、
向
分
が
お
手
本
を
示
し
て
教、え

て
く
れ
る
。
そ
ん
な
母
が
と
て
も
た

の
も
し
い
。

母
は
、
坂
本
の
方
に
地
方
の
行
事

が
あ

っ
て
も
、
小
松
島
か
ら
の
¥
化

粧
品
の
注
文
を
も

っ
て

、

軒

だ

け

と

み

の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
配
迷
を
す
る
。

仕
事
か
ら
帰

っ
て
も
、
仕
事
の
整

理
、
家
計
ぽ
を
つ
け
る
こ
と
の
た
め

に
、
わ
た
し
た
ち
が
ね
て
る
の
に
電

気
を
つ
け
、
夜
お
そ
く
ま
で
働
い
て

い
る
。

私
も
時
々

「
父
が
い
た
ら
、
母
は

夜
お
そ
く
ま
で
、
仕
事
は
し
な
い
だ

ろ
う
に
口
と
私
は
つ
く
づ
く
思
っ
て

い
る
。で

も
時
々
母
は
、
「
腰
が
い
た
い
日

と
い

っ
て
い
る
。
わ
た
し
た
ち
が
、

「
病
院
へ
い

っ
て
き
た
ら
わ
�
 と
い

う
と

「
病
院
へ
行
か
ん
だ

っ
て
な
お

る
己
と
い
っ
て
行
こ
う
と
む
し
な
い
。

私
が
、
早
く
大
き
く
な

っ
て
、
み

ん
な
の
お
か
あ
さ
ん
以
上
に
、
幸
せ

に
し
て
あ
げ
た
い
と
心
の
中
は
い
つ

グ
&
、
�
 こ。

何
の
楽
し
み
も
な
く
、
引
払
た
ち
の

成
長
だ
け
を
た
よ
り
に
し
て
い
る
母

に
、
少
し
で
も
苦
労
を
か
け
な
い
よ

う
に
し
て
、
私
の
で
き
る
力
を
だ
し

き
っ
て
、
さ
さ
え
に
な

っ
て
あ
げ
た

い
。
末
っ
子
の
私
が
、
中
学
校
を
卒

業
す
る
ま
で
、
が
ん
ば

っ
て
く
だ
さ

し、
。他

の
家
ー
の
お
か
あ
さ
ん
の
よ
う
に
、


い
つ
も
笑
顔
は
見
ら
れ
な
い
。


心
の
中
で
い
つ
も
何
か
を
考
え
、


な
や
ん
で
い
る
よ
う
だ
。


父
の
分
の
仕
事
も
や
り
と
げ
、

二


人
分
も
働
い
て
く
れ
る
お
か
あ
さ
ん
。


私
た
ち
三
人
の
姉
妹
が
、

一
人
前


に
な
る
ま
で
、
が
ん
ば

っ
て

ね
。

時
に
は
、
広
に
も
心
の

う
ち
を
話

し
て
く
だ
さ
い
。

i
l
v
f

J

U

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
三歳児教育
外国における幼児教育ソビエト
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そ
の

ー~

瞬

乱

系

農

協

を
ね
ら
っ
て
、
上
勝
町
福
原
繁
察
官

駐
紅
所
に
ミ
ニ
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー

(
一
、

0
0
0
叩
)
が
配
置
さ
れ
ま

し
た
。山

間
部
の
治
安
維
持
、
奉
仕
保
議

活
動
に
も
幅
広
く
活
用
し
た
い
と
々

え
て
い
ま
す
の
で
、

ご
希
望
一の
方
は
、

駐
在
所
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

危
な
い
/

あ
な
た
は

ア
ソ
�
 /
は
ね
ら
れ
る
、
危
な
い
、

と
思
っ
た
ら
、
そ
の
瞬
間
に
両
手
で

今
ま
で
に
も
、
駐
車
問
題
が
多
か

っ
た
、
横
瀬
商
府
街
、
西
岡
商
広
街

な
ど
、
す
べ
て
駐
車
禁
止
に
な

っ
た

わ
け
で
す
。

し
か
し
与
川
内
、
坂
本
な
ど
は
指

定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
依
然
背
空
駐
車

な
と
の
問
題
が
残
り
ま
す
が
、
指
定

さ
れ
た
、
き
れ
な
い
に
か
か
わ
ら
ず

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は
、
駐
車
違
反
や

青
空
駐
車
を
'
し
な
い
よ
う
、
道
路
を

広
く
使

っ
て
、
交
通
停
滞
や
日
中
放
の

防
止
に
こ
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

ミ
ニ
パ
ト
配
置

山
間
の
駐
名
所
の
機
動
力
ア
ッ
プ

ヨ
ツ
ク
を
う
け
る
と
致
命
傷
で
す
が
、

頭
を
や
ら
れ
て
、
ま
っ
た
く
無
事
の

場
合
と
即
死
の
場
合
を
計
算
し
て
み

向
分
の
後
頭
部
を
か
か
え
る
こ
と
で

す。

る
と
、
そ
の
差
は
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し
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手
は
折
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て
も
あ
と
か
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治
り
ま

す
が

、
頭
を
や
ら
れ
た
ら
死
ぬ
か
パ

カ
に
主
る
か
、

一
生
治
ら
な
い
場
合

も
多
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の
で
す
。

交
通
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で
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の
七
川
か
ら

八
割
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が
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っ
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な
い
そ
う
で
す
。

つ
ま
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は
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小
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も
し
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手
で
頭
を
保
晴
晴
す
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わ
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か
の
努
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が
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き
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な
ら
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、
助
か

っ
た
り
後
遺
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ま
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訟
一
装
部
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
で
、

持
ち
前
の
腕
で
、
仕
上
が
り
も
見
事

な
も
の
、
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
学
校
当

局
も
、
暖
か
い
普
怠
に
泌
〈
感
謝
し

て
い
ま
す
。

を恒1t~
生
比
奈
小
学
校
で
は

歳
末
助
け
合
い
巡
動
中

に
め
ぐ
ま
れ
な
い
人

に
と
児
童
の
持
ち
ょ
っ

た
み
か
ん
十
箱
、
現
金

四
千
四
十
円
、
学
用
品

を
日
赤
県
支
部
を
通
じ

て
フ
レ
セ
ン
ト
し
ま
し

た
。
こ
の
運
動
は
、
昭

和
問
十

一
年
度
か
ら
統

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
こ
の
普
訟

に
対
し
て
、
慈
慾
院
、

老
人
ホ
�
 ム
な
ど
か
ら
、

l

よ
ろ
こ
び
の
礼
状
が
と

ど
い
て
い
ま
す
。

今
春
、
勝
浦
中
学
校
を
卒
業
す
る

生
徒
の
父
兄
三
人
が
、
役
一装
が
は
げ

か
か
っ
た
り
、
サ
ピ
が
で
て
い
る
、

校
舎
の

二
階、

二一
階
の
手
す
り
、
国

旗
拘
紛
ム
リ
な
ど
の
施
設
を
知

っ
て
、

ぜ
ひ
塗
装
奉
仕
を
さ
せ
て
ほ
し
い
と

申
し
出
が
あ
り
、
正
月
の

一
目、

二

日
の
休
日
を
返
上
し
て
、
塗
装
に
汗

を
流
し
ま
し
た
。

こ
の

一二
人
は
、
久
国
の
平
尾
庫
夫

き
ん
・
坂
本
の
池
内
法
徳
夫
さ
ん

・
松

下

一
測
さ
ん
で
、
と
も
に
徳
偽
造
船

生

亡

入

出

出

死

転

転

学
校
教
育
振
興
に
と

十
五
万
円
贈
ら
れ
る

教
育
器
機
�
 (ト
ラ
ベ
ン
�
 
)
を
購
入
し

ま
し
た
。

心
か
ら
ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま

寸

-v



ご
結
婚
お
め
で
と
う

先
般
お
亡
く
な
り
に
な

っ
た
、
稲

岡
裕
章
君
の
香
典
返
し
と
し
て
、
稲

岡
稔
さ
ん
か
ら
生
比
奈
小
学
校
へ
十

五
万
円
贈
ら
れ
ま
し
た
。
学
校
て
は

盆'I!f初�  r肖手札彩�  
t!lj の鳩せか心も
を千峡り内そ香
かの の 手へも
た赤絡 へ てほ
へ横き石け沼 ノ〈沼� 1密 沼の�  m
に頬さ ヶ+甘か�  
H青 j頼に!京先止 ツ江に�  a:に江
着もづ リ寒有
微稼月井大や大 レ紺の小り�  /J、
笑勢の西ぷ岡 |堂)j巴室て 主主
蹴あるで 菊
る銀と茅 初 ポ事 未枯五
思軒音ヤ堂成る月

出
詠
は
毎
月
七
日
ま
で
に

三
句
ハ
ガ
キ
で

送
り
先
勝
浦
町
三
渓

位
怖
努
広
夫
�
 (
都
品
が
)
ま
で

町
内
花
住
の
方
に
限
り
ま
す
。

次
回
は
短
歌
.
そ
の
次
は
川
柳
と
ハ
え
代

に
の
せ
ま
す
。
ふ
る

勺
て

ご
投
句
く
だ

さ
い
。

「
徳
島
市

/

棚

野

坪坂
井東
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陽
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浄
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天
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歩

サ
ン
タ
来
る
事
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信
じ
た
子
の
寝
顔

生
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丸

山

香

月

枯
れ
し
野
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風
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ま
ず
く
何
も
な
し
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谷

勝

谷

春

城

残
菊
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色
あ
せ
な
が
ら
未
だ
咲
く

掛

谷

梅

山
み
づ
は

早
鈍
に
先
づ

一
番
に
見
る
我
が
家

お
誕
生
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め
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と
う

官時
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郎

鶴
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市
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究
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与
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水
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女
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幾
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